
　女性
必見！！

5

収
蔵
資
料
展

中
川
船
番
所
資
料
館

４
／
２４（
水
）
〜
６
／
２（
日
）

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
５
／
３（
金
・
祝
）・
５
／
５（
日
・
祝
）
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凡

例

▢時
日
時

▢場
場
所

▢集
集
合

▢人
対
象
・
定
員

▢費
費
用

▢内
内
容

▢師
講
師

▢保
一
時
保
育

▢締
締
切
日

▢申
申
込

▢問
問
合
先

▢
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▢ｅ
Ｅ
メ
ー
ル

HP

▶
展
示
さ
れ
る
｢江
戸
自
慢
三
十
六

興

洲
さ
き
汐
干
か
り
｣

♯7119 救急車を呼ぼうかどうか迷ったら、救急相談センターへ ♯7119(携帯電話、PHS、プッシュ回線)・03-3212-2323(ダイヤル回線)

D
V
防
止
啓
発
講
座

精
神
的
D
V（
モ
ラ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
）を
学
ぶ

仕
事
を
始
め
た
い
女
性
必
見

自
分
を
み
つ
め
な
お
す

〜
わ
た
し
棚
お
ろ
し
セ
ミ
ナ
ー
〜

５/２３（木）
　３０（木）

仲
間
と
一
緒
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
ラ
ジ
オ
番
組
を
つ
く
ろ
う
！

中
学
生
放
送
研
究
会

　
　
参
加
グ
ル
ー
プ
募
集
！

殴
る
・
蹴
る
と
い
っ
た
身
体
的
暴

力
だ
け
が
Ｄ
Ｖ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
︒

の
の
し
り
や
︑
長
期
間
無
視
す
る
な

ど
の
行
為
は
精
神
的
Ｄ
Ｖ
︵
モ
ラ
ル

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
︶
に
あ
た
り
︑
身
体

的
な
傷
が
残
ら
な
い
た
め
周
囲
の
人

や
病
院
な
ど
で
も
気
づ
か
れ
に
く
く
︑

ま
た
加
害
者
や
被
害
者
本
人
も
そ
れ

が
Ｄ
Ｖ
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
て
い

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
︒
身
近
な
問

題
と
し
て
精
神
的
Ｄ
Ｖ
に
つ
い
て
理

解
し
︑
ど
う
向
き
合
え
ば
良
い
か
を

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
︒

▢時
�
月

日
︵
日
︶
午
後
�
時
～

19

�
時

▢場
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン

タ
ー
︵
扇
橋
�
︱

︱

�
パ
ル
シ
テ

22

ィ
江
東
内
︶
▢人
女
性

人
︵
申
込

30

順
︶
▢費
無
料

▢師
西
山
さ
つ
き︵
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
副
代
表
︶

▢保
�
歳
�
か
月
～
就
学
前
幼
児

︵
講
座
申
込
時
要
予
約
・
申
込
順
・
保

育
無
料
︶
▢締
定
員
に
な
り
し
だ
い

▢申
�
月

日
︵
木
︶
午
前
	
時
か

25

ら
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
に

電
話
ま
た
は
窓
口
で

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

収
蔵
資
料
展

﹇
秘
蔵
の
和
竿
や
収
蔵
品
の
展
示
﹈

当
館
所
蔵
の
釣
具
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

の
中
か
ら
︑
珍
し
い
和
竿
や
錦
絵
な

ど
の
新
し
く
収
蔵
し
た
も
の
を
中
心

に
展
示
し
ま
す
︒
貴
重
な
資
料
の

数
々
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
︒

▢時
�
月

日
︵
水
︶
～
�
月
�
日

24

︵
日
︶
午
前
	
時

分
～
午
後
�
時

30

︵
入
館
は
午
後
�
時

分
ま
で
※
月

30

曜
休
館
︑
祝
日
の
場
合
は
翌
日
︶

﹇
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ト
ー
ク
﹈

一
部
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
�
階
展

示
室
の
解
説
を
行
い
ま
す
︒
江
東
区

の
移
り
変
わ
り
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
︒

▢時
�
月

日
︵
日
︶
午
後
�
時
～

28

※
い
ず
れ
も

▢場
中
川
船
番
所
資
料
館
︵
大
島
	

︱

�
︱

︶
▢人
ど
な
た
で
も

▢費

15

大
人
�
�
�
円
︑
小
・
中
学
生

円
50

︵
観
覧
料
︶
▢申
当
日
直
接
会
場
へ

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

﹇
江
戸
和
竿
師
の
出
前
展
示
﹈

伝
統
的
な
匠
の
技
︑
江
戸
和
竿
製

作
工
程
の
一
部
を
実
演
し
ま
す

▢時
�
月
�
日
︵
金
・
祝
︶
正
午
～

午
後
�
時

▢場
中
川
船
番
所
資
料
館

▢人
ど
な

た
で
も

▢費
大
人
�
�
�
円
︑
小
・

中
学
生

円
︵
観
覧
料
︶
▢申
当
日

50

直
接
会
場
へ

﹇
水
辺
の
ス
ケ
ッ
チ
﹈

中
川
船
番
所
資
料
館
�
階
﹁
中
川

番
所
﹂
の
ジ
オ
ラ
マ
と
︑
現
在
の
﹁
中

川
番
所
﹂︑
川
の
駅
周
辺
の
風
景
を

題
材
に
基
本
的
な
色
鉛
筆
ス
ケ
ッ
チ

を
学
び
ま
す
︒
船
番
所
の
歴
史
に
ふ

れ
つ
つ
︑
旧
中
川
の
風
景
を
描
い
て

み
ま
せ
ん
か
︒

▢時
�
月
�
日
︵
日
・
祝
︶
午
前
	

時

分
～
午
後
�
時

分

▢場
中
川

30

30

船
番
所
資
料
館

▢人
小
学
�
年
以
上

人︵
申
込
順
︶
▢費
大
人
�
�
�
円
︑

15小
中
学
生

円
︵
観
覧
料
︶
の
ほ
か

50

教
材
費
�
�
�
円

▢申
�
月

日
︵
木
︶
か
ら
中
川
船

25

番
所
資
料
館
に
電
話
ま
た
は
窓
口
で

☎︵
�
�
�
�
︶	
�
	
�

﹁
仕
事
を
し
た
い
﹂と
考
え
て
い
る

女
性
を
対
象
に
︑
今
ま
で
の
自
分
の

キ
ャ
リ
ア
を
見
つ
め
な
お
す
セ
ミ
ナ

ー
を
開
催
し
ま
す
︒
新
し
い
一
歩
を

踏
み
出
す
前
に
︑
自
分
自
身
を
知
る

時
間
を
作
り
ま
す
︒
ど
の
よ
う
な
働

き
方
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
仕
方
が
自
分

に
合
っ
て
い
る
の
か
を
同
じ
想
い
の

仲
間
と
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
︒

▢時
�
月

日
・

日
︵
木
曜
全

23

30

�
回
︶
午
後
�
時
～
�
時

▢場
男
女

共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
︵
扇
橋
�

︱

︱

�
パ
ル
シ
テ
ィ
江
東
内
︶

22▢人
女
性

人
︵
抽
選
︶
▢費
無
料

25

▢保
�
歳
�
か
月
～
就
学
前
幼
児

︵
講
座
申
込
時
要
予
約
・
定
員

人
10

程
度
・
保
育
無
料
︶
▢師
小
澤
佳
代

子
︵
有
限
会
社
モ
ア
フ
レ
ン
ズ
代
表

取
締
役
／
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

・
キ
ャ
リ
ア
開
発
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
︶

▢締
�
月
�
日
︵
水
︶
必
着

▢申
電
話
︑
窓
口
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

に
︑
①
講
座
名
②
氏
名
・
フ
リ
ガ
ナ

③
生
ま
れ
年
④
性
別
⑤
郵
便
番
号
・

住
所
⑥
電
話
番
号
⑦
℻
番
号
⑧
保
育

希
望
の
有
無
︵
希
望
の
場
合
は
お
子

さ
ん
の
氏
名
︑
生
年
月
日
︑
性
別
︑

さ
く
ら
ん
ぼ
保
育
室
利
用
経
験
の
有

無
︶
を
記
入
し
︑
男
女
共
同
参
画
推

進
セ
ン
タ
ー
へ
※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
申
込
で
き
ま
す
︒

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

℻
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

�
月

日
︑
砂
町
文
化
セ
ン
タ
ー

10

で
石
田
波
郷
記
念
館
﹁
ジ
ュ
ニ
ア
俳

句
大
会
﹂
と
﹁
は
こ
べ
ら
俳
句
大
会
﹂

の
授
賞
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
︒

ジ
ュ
ニ
ア
俳
句
大
会

区
内
の
小
学
生
を
中
心
に
活
発
な

俳
句
づ
く
り
が
行
わ
れ
︑
今
年
度
は

�
︑�
�
�
句
の
投
句
が
あ
り
ま
し

た
︒
授
賞
式
で
は
︑
そ
の
う
ち

人
49

の
入
賞
者
に
賞
状
と
記
念
の
楯
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
︒
ま
た
︑
選
者
の
下

山
宏
子
さ
ん
︑
鈴
木
し
げ
を
さ
ん
︑

髙
田
正
子
さ
ん
か
ら
は
︑
選
評
と
俳

句
の
魅
力
に
つ
い
て
小
学
生
に
も
わ

か
り
や
す
く
語
ら
れ
ま
し
た
︒

石
田
波
郷
記
念

﹁
は
こ
べ
ら
﹂
俳
句
大
会

焦
土
か
ら
た
く
ま
し
く
た
ち
あ
が

る
下
町
の
情
景
を
句
に
詠
ん
だ
石
田

波
郷
︒
波
郷
を
顕
彰
す
る
一
大
イ
ベ

ン
ト
で
あ
る
﹁
は
こ
べ
ら
﹂
に
︑
今

年
も
�
�
�
句
の
投
句
を
い
た
だ
き

ま
し
た
︒
授
賞
式
で
は
︑﹁
は
こ
べ

ら
賞
﹂
受
賞
者
の
杉
野
諒
一
さ
ん
の

ほ
か
︑
特
選

句
︑
入
選

句
の
入

15

50

賞
者
の
方
々
に
賞
状
が
授
与
さ
れ
︑

選
者
に
よ
る
入
選
・
特
選
句
の
評
︑

波
郷
の
俳
句
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
つ
い

て
語
ら
れ
ま
し
た
︒

▢問
砂
町
文
化
セ
ン
タ
ー

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

中
学
生
が
自
分
た
ち
で
ラ
ジ
オ
番

組
を
企
画
・
制
作
し
︑
Ｆ
Ｍ
局
で
放

送
す
る
﹁
中
学
生
放
送
研
究
会
﹂
の

今
年
度
参
加
生
徒
を
募
集
し
ま
す
︒

中
学
生
放
送
研
究
会
は
︑
実
際
の

ラ
ジ
オ
番
組
の
企
画
・
取
材
・
収
録

な
ど
の
経
験
を
通
じ
て
︑
中
学
生
に

区
政
や
自
分
た
ち
の
ま
ち
に
関
心
を

も
っ
て
も
ら
お
う
と
い
う
区
の
取
り

組
み
で
す
︒
中
学
生
が
人
と
話
す
こ

と
の
楽
し
さ
や
︑
自
分
が
思
っ
て
い

る
気
持
ち
を
伝
え
る
大
切
さ
に
気
づ

く
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
す
︒
昨
年

度
は
︑
区
立
・
私
立
中
学
生
あ
わ
せ

て

組
が
参
加
し
︑
学
校
紹
介
や
音

12
楽
番
組
︑
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
︑
テ
ー
マ

ト
ー
ク
番
組
な
ど
︑
中
学
生
な
ら
で

は
の
自
由
な
発
想
で
番
組
を
制
作
し

ま
し
た
︒
制
作
し
た
番
組
は
地
元
レ

イ
ン
ボ
ー
タ
ウ
ン
Ｆ
Ｍ
︵

・
�
Ｍ

79

Ｈ
ｚ
︶
の
日
曜
の
区
提
供
番
組
︵
ラ

ジ
オ
こ
う
と
う
・
午
前

時
～

時

10

10

分
︶
で
放
送
さ
れ
ま
す
︒
収
録
の

20際
︑
レ
イ
ン
ボ
ー
タ
ウ
ン
Ｆ
Ｍ
の
木

場
ス
タ
ジ
オ
で
︑
普
段
触
れ
る
こ
と

の
な
い
機
材
を
扱
っ
た
り
︑
他
の
生

放
送
や
収
録
を
間
近
で
見
た
り
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
︒
気
の
合
う
仲
間

と
一
緒
に
︑
自
分
た
ち
だ
け
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
ラ
ジ
オ
番
組
を
制
作
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

﹇
活
動
日
﹈平
日
の
放
課
後
や
休
日
計

�
回
程
度

▢人
区
内
の
中
学
校
に
通

学
し
て
い
る
中
学
生
に
よ
る
グ
ル
ー

プ

組
︵
申
込
順
︶
※
�
グ
ル
ー
プ

12
�
～
�
人
程
度
が
目
安
︒
学
校
︵
公

私
立
)
・
学
年
・
番
組
テ
ー
マ
は
不

問
︒
学
校
を
ま
た
が
る
グ
ル
ー
プ
も

可

▢費
無
料

▢内

分
の
番
組
制
作

20

体
験▢申

申
込
用
紙
︵
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
入
手
可
︶
に
必
要
事
項
を
記
入
し
︑

フ
ァ
ク
ス
で
広
報
広
聴
課
報
道
係
ま

た
は
レ
イ
ン
ボ
ー
タ
ウ
ン
Ｆ
Ｍ
へ
※

区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
し
込
み

で
き
ま
す

▢問
広
報
広
聴
課
報
道
係

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
	

℻
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

レ
イ
ン
ボ
ー
タ
ウ
ン
Ｆ
Ｍ
︵
株
︶

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

℻
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

▲中学生放送研究会の収録風景

各賞受賞作品
【はこべら俳句】 【ジュニア俳句】

石
田
波
郷
記
念
館
賞

坂
井
恵
美
子

は
こ
べ
ら
賞

杉
野
諒
一

区
長
賞

大
和
永
佳
︵
東
川
小
�
年
︶

江
東
歳
時
記
賞
︵
読
売
新
聞
東
京
本
社
後
援
︶
藤
田
茉
莉
子︵
有
明
中
�
年
︶


